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【
学
校
図
書
館
で
見
付
け
た
「
竹
取
物
語
」
の
一
部
】 

 

３ 中学校「国語」 
⑴ 問題番号４三 ＜正答率が低く、無答率が高い問題＞ 

学習指導要領の内容：１学年 Ｃ読むことエ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること
ができるかどうかをみる。 

 

○ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができるようにする 
  古典の原文と古典に解釈を加えて現代語で書いた作品とを読み比べる場面において、原文と
現代語の文章を対応させて、叙述に基づき、文章の構成や展開、表現の効果を考えることが重
要である。 

   

 

 

 

指導のポイント 
・古典の現代語訳や古典について解説した文章等を教材として取り上げ、文章の構成や展
開、表現の効果等に着目して工夫されているところを考える活動を取り入れることで、
「読むこと」を通して古典の楽しみ方を理解できるようにする。 

・古典の原文と比較したり関係付けたりすることで、古典の原文やその作品の世界に、生
徒の興味・関心が向かうようにする。 

・叙述に基づき、自分の考えを支える根拠となる段落や部分を明確にして、構成や展開、表
現の効果について自分の考えを書いたり、発表したりする活動を取り入れる。 

 

 

学習指導上の留意点 

正
答
例 

「
よ
ろ
づ
の
こ
と
」
を
「
笠
、
竿
、
笊
、
籠
、
筆
、
箱
、
筒
、
箸
。
」 

と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に
書
い
て
、
翁
が
竹
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を 

作
っ
て
い
た
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 
 

   

※
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    

（
星
新
一
『
竹
取
物
語
』
に
よ
る
。） 
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・正答率は 50.8％で、全国平均よりも 0.8ポイント
高いが、全問題中で 2番目に低い。 

・無解答率は 20.7％(全国 20.7％)で、全問題中最
も高い。 

・誤答については、文章中の具体的な表現に着目し
て、その根拠を明確にすることができていない解
答が 16.4％(全国 16.4％)である。 
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（
略
） 

⑵ 問題番号３一 ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領における内容：１学年 Ｂ書くことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 読み手の立場に立ち、叙述の仕方等を確かめて文や文章を整えることができるようにする 
  書いた文章を推敲する際には、伝えようとすることが伝わるように読み手の立場に立ち、
表記や語句の用法、叙述の仕方等を確かめて、文章を整えることができるようにすることが
大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
・指示する語句や接続する語句を適切に用いて、原因と結果、意見と根拠等、情報との関
係が分かりやすく示されているかなど、学習した知識を観点として示すようにする。 

・推敲する前と後の文章を比較し、書き換えた理由や意図を説明する学習を通して、伝え
ようとすることが十分に書き表されているかなどを読み手の立場に立って確かめるこ
とができるようにする。 

正
答
例 

４ 
 

・正答率は 55.1％で、全国平均よりも 0.8ポ
イント高いが、全問題中３番目に低い。 

・誤答については、「もち」を「もったため」
と直すことで、「ため」の前後の関係が「原
因と結果」の関係になることを十分に理解
しておらず、推敲の意図を捉えることがで
きなかったと考えられる。 

【出題の趣旨】 読み手の立場に立って、叙述の仕方等を確かめて、文章を整えること

ができるかどうかをみる。 
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⑶ 問題番号３三 ＜正答率が低い問題＞ 

   学習指導要領の内容：２学年 (2)情報の扱い方に関する事項ア 

    評価の観点：知識・技能  問題形式：短答式  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
○ 具体と抽象等、情報と情報との関係について理解し、使うことができるようにする 
  具体と抽象の関係を理解するためには、それぞれの言葉の意味を捉えた上で、具体と 
抽象が状況や必要に応じて使い分けられていることを理解できるようにすることが大切 
である。 

指導のポイント 
・具体は例示の際等、抽象は共通する要素をまとめる際等に使われていることを身の
回りの事例と結び付けながら捉えることができるような学習場面を設定する。 

・自分が考えたことを伝える文章を書く際に、段落相互の関係を具体と抽象の関係と
いう観点で見直し、文章の構成や展開を検討する場面を設定する。 

・内容で分けた文章のまとまりに小見出しを付ける学習活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 具体と抽象等、情報と情報との関係について理解しているかどうかをみ
る。 

正
答
例 

（
分
け
る
箇
所
） 
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（
見
出
し
） 

「
判
じ
絵
」
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 

「
判
じ
絵
」
の
起
源
と
広
が
り 

学習指導上の留意点 

・正答率は 62.3％で、全国平均よりも 0.5ポイ

ント高いが、全問題中４番目に低い。 

・誤答については、文章後半の内容に共通する

要素を抽出し、見出しを考えて書くことがで

きていない解答が 10.4％(全国 11.4％)であ

る。 
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